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経済成長著しい成長国*では、このところ金融産業の成長も目立ってきています。なかで
も個人消費の増加を背景に、個人向けローンの需要が拡大しており、貸付残高が堅調に伸
びています。

例えばトルコでは 中間所得層の拡大に伴う消費の活発化や 貸付金利の低下が寄与し例えばトルコでは、中間所得層の拡大に伴う消費の活発化や、貸付金利の低下が寄与し、
消費者ローンやクレジットカードなどの個人向けローンの残高が急増しました。またトル
コは２９歳以下が全人口の半数以上を占めており、今後、若年層が労働人口に加わってい
くことで、消費が活性化し、さらなるローン需要の伸びも期待されています。

同じく成長国であるロシアでも、同国最大の商業銀行ズベルバンク（ロシア貯蓄銀行）
を中心に、クレジットカードローンや住宅ローンなどのビジネスが拡大してきています。
ロシアの住宅ローン市場は、世界金融危機時に大きく落ち込んだものの、旧国営住宅から
の住み替え需要により、２０１１年は前年比７５％の成長を記録。２０１２年も同３０％
伸びると予想されています。（GS証券調べ）

成長国の住宅ローン市場の規模は、先進国と比べてＧＤＰに占める割合が依然低く、そ
の分“のびしろ”が多いと考えられます。こうしたことから、個人向けローンの今後のさ
らなる拡大に注目ですらなる拡大に注目です。
＊ ｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、

インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

トルコの金融産業 住宅ローン残高の対GDP比（２０１１年）（単位：％）（単位：億トルコリラ）

成長国について詳しくはこちらから www.gsam.co.jp成長国について詳しくはこちらから www.gsam.co.jp

（出所）実質GDP推移はトルコ統計局／ローン残高推移はトルコ中央銀行 （出所） Eurostat, National Central Banks, EMF, IMF, 
Goldman Sachs International
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